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粗大ごみ予約受付センター（粗大ごみ予約受付センター（℡   ℡   891・891・55
ごみなしごみなし

374374　午前 9時～午後5時）　午前9時～午後5時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回・水曜日

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一
部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜
の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・私部西・駅前住宅（私
部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金

私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・
藤が尾・星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・
妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が枝・
私部西・郡津・
松塚・私部 4
丁目一部（77
番～ 80番）

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青 山・
倉 治・
東倉治・
神宮寺・
向井田

4 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業課（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か
月前～ 1週間前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 4時 30 分に環境事業課で受け付けています。

収集地区 6日 13日 20日 27日

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部
（77番～ 80番）

新聞・
雑誌
など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田
西・南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

いつだってともだち
　内田麟太郎　偕成社
てんきのいい日はつくしとり
　石川えりこ　福音館書店
幼い子は微笑む
　長田弘　講談社　
おしりポケット
　ゆうきえつこ　そうえん社
ふしぎ古書店 1
　にかいどう青　講談社
辞書びきえほん国旗
　宇川育　ひかりのくに
さんぽだいすき
　岸田衿子　ひかりのくに
ルルル♪動物病院 3
　後藤みわこ　岩崎書店

幹事のアッコちゃん
　柚木麻子　双葉社
日本の火山
　山と渓谷社
インド人の「力」
　山下博司　講談社
小さくても素敵な花壇づくり
　天野麻里絵　講談社
奈良県の山
　小島誠孝　山と渓谷社
ラストフロンティア
　楡周平　新潮社
おいしく育てる野菜づくり
　五十嵐透　ナツメ社
阪神タイガース「黒歴史」
　平井隆司　講談社

お知らせ

図書館（室）の祝日開館
　倉治図書館と青年の家図書室は、4月29日の祝日を開館します。
開館時間は午前10時から午後5時です。どうぞご利用ください。

いっしょに
読んで

絵 本 か
ら 物 語 へ

「びゅんびゅんごまがまわったら」 
　　　　　 　　　宮川ひろ　作
　　　　　　　　  　林明子　絵       
　 　　　　　　 　　　　 童心社
　かえで小学校
には、みんなの
大好きな林のよ
うな「あそびば」
がありました。し
かし、ある日、こ
うすけがそこで
けがをしてしまったため、その日か
ら鍵を掛けられてしまいました。
　こうすけたちは、何とか鍵を開
けてほしいと、校長先生にお願い
に行きますが、そこで出された条
件は「びゅんびゅんごまを回せる
ようになったら」というものでし
た。やっと条件をクリアすると、
まるで〝意地悪〟をするかのよう
に次々と課題を与えられてしまい
ます。さて、こうすけたちは無事
に、「あそびば」を取り戻すことが
できるのでしょうか。
　子どもたちと真剣に向き合う校
長先生の姿勢と遊び心が随所に感
じられ、また、昔ながらの素朴な
遊びが次々と登場し、それを懸命
にこなそうとする子どもたちの表
情が、とても印象的な絵本です。


